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はじめに 

 この冊子は、平成 10〜19 年度に豊島区が、防災生活圏促進事業を適用して地域の方々と協働して行

った池袋南地区の防災まちづくり、及びそれ以前から取り組まれていた雑司が谷地域に関わるまちづ

くりのあらましをとりまとめたものです。 

 

 この地区で防災まちづくりが始まったのは、今から 25 年前、雑司ヶ谷墓地の周辺の不燃化まちづくりか

らです。以来様々な事業や池袋南地区防災生活圏促進事業によって、長いことまちづくりが続けられてき

ました。これも豊島区の努力と地元のみなさんのご協力のおかげです。 

 この間に、少しずつ災害に強い体質のまちになってきました。しかし、もう大丈夫かというと、そうは言い

切れません。まだまだまちづくりの課題は残されています。 

 一方で、この長年の取り組みによって、地区の町会をはじめとする住民のきずなは強固なものになった

と思います。これは大きな財産を生み出したと言えるでしょう。 

 まちづくりに終わりはありません。これまでの成果を生かすためにも、これまでの流れを絶やさないように

することが今こそ必要にされています。 

 

 2008 年 3 月               池袋南地区まちづくりの会 会長  
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１ まちづくりのあらまし 

（１）まちの成り立ちと特性 

① まちの成り立ち 

 雑司谷鬼子母神は、善男善女でにぎわう江戸郊外の遊楽地でした。台地の下には弦巻川が流れ周囲

には田圃がつくられていました。明治 7 年雑司ヶ谷墓地がつくられ、明治 36 年山手線池袋駅が開業し、

このころから台地の上に庭付きの住宅が立地してきます。今も大切に守られている「雑司が谷旧宣教師

館」は明治 40 年に作られました。 

 大正 12 年関東大震災の 2 年後、大塚から王子電車（現在の都電荒川線）が開通し、鬼子母神駅ができ、

このころから人家が増加し、戦前には一部には密集した住宅地も生まれました。 

 昭和 20 年の空襲で池袋駅の周辺は広い範囲で焼失し戦災復興区画整理がすすみましたが、今の南

池袋２，３丁目や雑司が谷の地域は、そのままで戦前の街並みの雰囲気が残りました。 

 昭和40年代になると明治通りなど幹線道路沿いにマンションや事務所ビルが建設されますが、いまでも

通りから一歩入ると、各所に社寺や史跡、学校があり、路地や樹木が豊かな、歴史の息吹が感じられる落

ち着いた雰囲気の住宅地になっています。 

図 1 昭和 12 年の図↓ 

（赤は昭和 20 年の空襲被災区域） 

図 2 明治 42 年（黄色は集落等）↑ 

鬼子母神参道のケヤキ並木、 

明治 36 年頃 

（地図写真等は豊島区資料から） 

明治中頃の法明寺正門、手前に弦

巻川が流れ田圃になっていた 



 

4 

② まちの人口と土地利用 

 戦後この地区では人口が急増し

ますが、昭和 40 年代以降になると

減少し、近年は全体としては横ば

い傾向を示しています。 

 ただし、古くからの市街地なので

高齢化が進み、区内でも高齢者

比率が高い地区になっています。 

 土地利用の状況（図 4）をみると、

北と西に副都心の商業地に隣接

し、地区内には社寺・墓地・学校

などが散在し、戸建て住宅やアパ

ートマンションが中心の住宅地に

なっています。一部に、東通りや

鬼子母神の参道は商店街になっています。 

  

   図 4 土地利用の状況（平成 13 年豊島区土地利用現況調査から） 
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（２）まちづくりの経過 

 池袋副都心の東側には、大正 12 年の関東大震災をきっかけに住宅が増加し、ところどころに道路が不

備な密集地が生じたところがあります。昭和 50 年代に東京の震災対策の一環として避難場所となってい

る「雑司ヶ谷墓地周辺の不燃化まちづくり」が始められました。ついで、それに通じる防災上重要な道路の

「東通りの拡幅」が行われました。 

 平成 7 年の阪神・淡路大震災のあと、東京都は「防災都市づくり推進計画」を策定し防災性向上を図る

「重点地区」を定めました。「都市計画道路環状５の 1 号線整備と沿道まちづくり」、及び「池袋南地区の防

災まちづくり」が始まります。これらの市街地整備にあたって、豊島区は地域住民によるまちづくり組織をよ

びかけ、「住民参加のまちづくり」として住民と行政が役割を分担して実施してきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 雑司ヶ谷墓地周辺の不
燃化まちづくり（都市防災
不燃化促進事業） 
昭和 56〜平成 15 年度 

③ 環状５の１号線沿道ま
ちづくり（地区計画） 
平成 7〜平成 15 年度 

④ 池袋南地区の防災まちづ
くり（防災生活圏促進事業）
平成 10〜19 年度 

池袋駅 

目白駅 

図 6 雑司が谷地域のまちづくりの位置（東京都防災都市づくり推進計画をもとに作成） 

南池袋二の街区
再編まちづくり
（進行中） 

図 5 雑司が谷地域のまちづくりの展開状況 

② 東通り拡幅事業（区
道の整備） 
 昭和 60〜平成 9年度 

年度　

雑司が谷墓地周辺不燃化まちづくり

東通り拡幅事業

環状５の１号線都市計画道路事業と
沿道まちづくり

池袋南地区の防災まちづくり

南池袋二の街区再編まちづくり
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まず、各々のまちづくりのあらましを紹介します。 

 

① 雑司ヶ谷墓地周辺の不燃化まちづくり 

 昭和 50 年代半ば、東京では、関東大震災の教訓をもとに

「避難場所周辺の不燃化」が始まりました。避難場所となる公

園等の周辺で燃えにくい建物への建て替えを促進し、避難者

の安全を確保する「都市防災不燃化促進事業」が、雑司ヶ谷

墓地周辺に適用されました。 

 豊島区では、地域住民に呼びかけ、昭和 57 年 2 月「雑司ヶ

谷墓地周辺不燃化促進協議会」が生まれました。会は２年間

にわたって話し合い、昭和 59 年７月に新規耐火建築物に助

成する事業が開始されました。20 年間続けられ、平成 16 年 3

月に完了しました。 

 この協議会では、防災ウオークラリーや防災診断地図づくり、

小公園のデザイン提案、昔さがしなど雑司が谷地域のまちづく

り全般について取り組まれました。 

 大きい成果は「緑のこみち」の整備です。東京都に働きかけ、

それまで万年塀に囲まれた暗い狭い雰囲気の墓地の周辺は、

生け垣と緑化フェンスによる歩きやすい道空間に生まれ変わり

ました。 

 平成 11 年 3 月の整備とともに、その生け垣を守り育てる住民グループ「緑のこみちの会」が誕生し、

いまでもボランティアで緑の手入れや花育てを進められています。 

緑のこみちの会の活動 

不燃化された住宅と緑のこみち 

図 7 雑司ヶ谷墓地周辺都市防

災不燃化促進事業の区域 



 

7 

② 東通りの整備 

 池袋副都心から雑司ヶ谷墓地に通じる東通り（延長 400ｍ）は、

一部の幅員が 5ｍに満たない狭い道路の商店街になっていました。

防災上重要な役割があるため、区では 6.5ｍ〜8ｍに拡幅整備を

することになり、昭和 60 年に説明会が行われ、昭和 62 年に沿道の

方々による「東通り沿道まちづくり協議会」が結成されました。 

 協議会では、歩道の設置、美装化だけでなく街並みについて検

討し「まちづくり協定」締結や「まちかど広場」整備などが実現しまし

た。昭和 62〜平成 9 年度で道路の整備は完了し、歩きやすいオシ

ャレな通りに生まれ変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 環５の１号線沿道のまちづくり 

 池袋副都心と明治通りをつなぐ位置に、60 年前に計

画された都市計画道路「環状５の１号線」（延長約 1ｋｍ

幅員 30ｍ）があります。平成 3 年 6 月、東京都による事

業化対象路線になり、翌年から調査が始まりました。こ

の路線沿い南側は、昔ながらの雑司が谷らしい低層の

住宅地であり、広い道路ができると街並みが混乱するお

それがあります。また防火地域など用途地域の変更も予

定されていました。 

 平成 10 年 11 月「環状５の１号線沿道地区まちづくり協

議会」が発足し、２年かけて街並みのあり方を「まちづく

り計画」にまとめ、区に提言しました。 

 区では、アンケートや説明会などが行い、平成 15 年

11 月に用途地域変更と地区計画が指定されました。こ

れによって新たな建築物は、最高高さ、通りからの後退、

ブロック塀制限などのルールを守ることになりました。 

 また、地下鉄も

工事中で、雑司が

谷にも新駅が平成

20 年 6 月に開設さ

れます。 

整備された東通り 

整備が進む環状 5 の 1 号線の工事箇所

図 8 東通りの整備と沿道まちづくりの区域 

図 9

地区

計画

区域
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④ 池袋南地区の防災まちづくり 

 平成 7 年 1 月阪神・淡路大震災が発生、東京都は平成 9 年度「防災都市づくり推進計画」を策定し、前

からまちづくりが進めていた東池袋や雑司が谷は、重点地域に位置づけられました。環状５の１号線と明

治通りに囲まれた「池袋南地区」では、「防災生活圏促進事業」による防災まちづくりを行うことになりまし

た。この事業は、大地震が起きても逃げないですむ街を目

指し、施設整備や意識啓発などで「まちの防災力」を高める

ものです。 

 このまちづくりを進めるため地域の方々による「池袋南地区

まちづくりの会」が平成 12 年 7 月発足しました。会では、まち

歩きを行うなど検討を重ね、平成 13 年度に「まちづくり計画

提言」を区長に提出しました。 

 平成 14 年度から区による整備が始まりました。平成 15 年

11 月に始まった「防災まちづくりイベント」は恒例行事になり

ました。平成 16 年度には念願の防災広場「南池ふくろうひろ

ば」が整備されました。 

 防災生活圏促進事業は平成 20 年 3 月をもって完了します

が、このようにまちづくりを進めてきた地域の力は、次代のま

ちづくりにつながることが期待できます。 

 

図 10 池袋南地区の防災生活圏促進事業の区域と整備箇所 

表 1 まちづくり年表 
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２ 池袋南地区の防災まちづくりの成果 

 ここでは、防災生活圏促進事業を適用して行った防災まちづくりについて、成果を紹介します。まちづく

りでは、ハード（道路や公園等の整備）・ソフト（地域づくりや防災の活動）が重要とされており、この地区の

まちづくりは、それらを地域住民が主導して進めてきたということが特徴です。 

 

（１）池袋南地区まちづくりの会 

池袋南地区まちづくりの会は、平成 12 年（2000 年）７月に、

町会・商店会の推薦者と公募委員によって結成されました。 

 会では、まち歩きなどにより地区内の状況を点検するととも

に、先進地区の視察を行い、地区のまちづくり計画を作成、

区に提案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくり計画の作成と提出 

 まちづくりの会では、まちづくり計画を地元に説明した上で、

豊島区長に提言を行いました。 

 豊島区では、住民からの計画をもとに実施計画を立案し、

事業を進めてきました。 

表 2 まちづくり提言の骨子 

 

 

 

 

①みず……災害時に役立つさまざまな水を確保する 

 （消火用水、飲料水の確保と雨水の活用） 

②みどり……豊かな緑を守り育てる 

（みどりの保全、学校跡地等の活用、防災広場の整備）

③みち……親しみやすく安全なみちをつくる 

（花のあるみち、防災上重要な道路の整備） 

④たてもの……被害を少なくするたてものを増やす 

（密集住宅地の改善、住まいの耐震化等） 

⑤防災体制づくり……災害時に役立つ体制と情報 

 （防災意識の向上、救援センターの体制づくり等）

⑥まちづくり活動……楽しく行う防災まちづくり 

（まちづくりの会、まちづくりイベント開催等） 

まち歩き 

事例見学（板橋区） 

区長に提言提出 

まちづくりの会 

まちづくり計画説明会 
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（３）飛び出し電柱の撤去・移設 

 みちの計画の一環として、地区内の防災上重要な道路の点検を行い、道路に飛び出した電柱が緊急

車の通行を妨げていることがわかりました。まちづくりの会では、東京電力と豊島区に要望書を提出し、電

柱の撤去・移設を実現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）井戸ひろばの整備 

みずの計画として実現したのは、３つの井戸ひろばです。こ

れは地区内の残る井戸の周辺を整備し、災害時にも使いやすく

するというものです。 

まちづくりの会では、地区内の井戸を点検し、整備が可能な

ものを選びました。そして井戸の所有者の方にお願いして承諾

を得て親しみやすい整備を行いました。 

 井戸ひろばには雑司が谷ゆ

かりのみみずくをかたどった鋳

物のパネルが設置されています。

これは、副会長の岡本隆夫さん

（イラストレーター）のデザインで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井戸のマーク

 
点検会 

整備前 整備後 

七曲りの水 柳の水 

番神の水 
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（５）南池ふくろうひろばと検討会・あさがお会 

「南池ふくろうひろば」は、みどりの計画のひとつとして整備

された防災広場です。旧南池袋保育園跡地の防災利用を区

に提言して実現しました。 

 まちづくりの会では、地元の皆さんも交え広場の検討会を組

織し、計画づくりを行いました。 

 完成した広場は、災害時に利用しやすいよう中央に広い空

間を確保して、シンボルとなる樹を植えています。深さ 20ｍの

深井戸「つるまきの水」や下水道直結の災害時用トイレ、災害

時の調理に利用できるカマドベンチなどの防災施設が整備さ

れています。 

 その後、地元の方々によって「あさがお会」が結成され、日常

の清掃が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひろば検討会 

オープニングセレモニー 

つるまきの水 

あさがお会 

図 11 南池ふくろうひろば俯瞰図 

ひろば全景 
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（６）まちづくりイベント 

 

活き活きとしたまちづくりを進める一環として、子ど

もたちからお年寄りまで、楽しみながら防災について

学び体験ができるイベントを全５回（平成 15〜19 年）、

毎年 11 月初旬の恒例行事として実施しました。 

第１回は東京音楽大学をお借りしたものの、第２

回からは南池袋小学校が完成したため、グランドで

行われました。第５回は、「区民ひろば南池袋」音楽

祭と合同で開催しました。 

イベントの企画・運営は、まちづくりの会が中心に

なって、地元各町会の方々、ＰＴＡ、商店会など多く

の方々による「イベント実行委員会」を結成して、地

域こぞって実施しました。 

消火訓練・煙ハウス・非常食・防災まちづくり展示

等をスタンプラリーで巡り、楽しみながら防災体験が

できるよう工夫をしています。コーナーごとの担当者

は、参加者に楽しんでもらうことをモットーに準備をし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お楽しみコーナー 第２回（平成 16 年） 

紙芝居 第３回（平成 17 年）  木工教室 第５回（平成 19 年） 

まちづくりの会の展示 第４回（平成 18 年） 水消火器で消火訓練 第４回（平成 18 年） 

非常食の試食 第１回（平成 15 年） 
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（７）南池袋小学校、旧雑司谷小跡地への提言 

  

 この地区で防災まちづくりが始まって間もなく、地区内の

３つの小学校が統合され、雑司谷中学校跡に小学校が新

設されることになりました。 

 まちづくりの会では、この学校の統合によって地区の救

援センターが少なくなるなど防災や環境が悪くならないよ

うに、学校跡地は売却はしないなど地域からの要望書をと

りまとめ、雑司が谷地区まちづくり協議会、環５の１沿道ま

ちづくりの会と連名で豊島区に提言書を提出しました。 

引き続き、跡に新設される南池袋小学校については、豊かな緑を守るとともに、地域に開かれ、防災機

能を強化した学校としていただくように、２協議会と連名で要望書を提出しました。 

この提言や要望を受け、旧雑司谷小については売却せず、福祉施設と住宅が定期借地方式で建設さ

れました。日出小や高田小についても、将来のまちづくりや公園用地になる予定です。また、南池袋小学

校の設計にも、地域の要望が生かされました。 

 

（８）まちづくりニュースの発行 

 雑司が谷では昭和 57 年（1982 年）から、まちづくりニュースが発行されてきました。もともとは、雑司が谷

墓地周辺の不燃化促進事業のために発行されたものです。その後、まちづくりの範囲として、南池袋も含

めた雑司が谷地域全体を考えようという趣旨から、ニュースの配布範囲もひろがり、名前も「ぞうしがや」と

して発行が続けられてきました。 

防災生活圏促進事業が池袋南地区で始まった平成 11 年には、雑司が谷墓地周辺では不燃化まちづ

くりが続いており、このニュースは２つの事業をお知らせするものとなりました。その後、不燃化促進事業

の終了とともに、このニュースは防災生活圏促進事業についてお知らせするニュースとなり、雑司が谷地

区にも配布されてきました。 

この間にニュースは 69 号を数えました。初期の事業の内容をお伝えする誌面から、次第に地区の歴史

や話題も取り上げ、多くの方々に雑司が谷のまちに親しんでいただける内容になりました。 

 

同 40 号 平成 11 年 

もとの雑司谷中学校の校舎 

まちづくりニュース創刊号 昭和 57 年 

 

おなじみとなった雑司が谷発見 
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３ まちづくり人から 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災まちづくりの会に参加して 

         吉倉 英子 

 災害に強いまちはどういう町なのか、何が出来るだろ

うかという思いで参加しました。 

 まず、地域を知るために行政職員といっしょに実際に

まち中をあるいて実態を調べて回りました。 

 井戸の整備、電柱移設などが実現し、また、「まちづく

りイベント」を通じて多くの人とのつながりを強くすること

ができ、町の住民が知らなければ防災にならないという

こともわかりました。 

 保育園跡に、かまどベンチ、井戸、災害時トイレなど

を組み込んだ公園「南池ふくろうひろば」が出来ました。

毎週火曜日朝にはボランティア団体「あさがお会」のメ

ンバーによる清掃活動も活発に行っています。是非、

一度ご参加下さい。 

 街のどこに危険があるのか、これからもみんなで協力

しあって、安心して住み続けられる町を目指して、会を

継続していきたいと思います。 

 

住民が進めるまちづくりへの条件整備を！ 

阪本 一郎 

 安心して住み続けられるまちをつくることは、これまで

行政に任されてきました。しかし、よい街をつくるために

は住民の実質的関与が必要であることから、徐々に住

民も担い手の役割を受け持つようになり、特に近年来

その傾向は著しいようです。そのための組織、権限、予

算も、不十分ですが用意されつつあります。 

 わがまちづくりの会もそのようにして生まれました。行

政から資金提供・専門家派遣・職員サポートを受けて

10 年間、小さな成果が積み重なってきました。個人的

にも、新住民でいながら多数の知り合いができ、とても

ありがたく感じました。仕事や活動の場を外に持つ者が

集まって何かをするというのは本当に大変なことで、行

政のサポートなしにはこれまで続けられなかったと思い

ます。 

 行政が住民の活動支援をする根拠は、まちづくりの会

の活動がよいまちをつくるために有益と判断されている

からです。では、何故 10 年経過してサポートは打ち切

られるのでしょうか。 

 活動にそれだけの価値がなかったならそれはしかた

がないことですが、実際の理由は、都の事業の枠組み

が期間 10 年に定まっているためとのことです。でも、資

金提供は困難かもしれませんが、それ以外のサポート

もなくなるのはどうしてなのかなと考えてしまいます。つ

まり、まちづくり担い手の役割の一部を住民に委ねるな

ら、それが可能な条件整備もすべきなのですが、その

点がまだ不十分なのでしょう。 

 とはいえ、献身的にサポートしていただいた担当職員

や専門家の方々、そして広瀬会長以下のメンバー諸氏

には大変感謝しています。 

 

防災井戸の思い出 

岡本 隆夫 

 会が始まって「逃げなくてもよい、災害に強い安全な

まちづくり」をモットーに計画づくりを進めるなかで、地

区内にある井戸をもっと使いやすくするアイデアが出さ

れました。ふだんの生活用水はもちろん、万一の災害

時にも防火・生活用水に活用できる「防災まちづくり井

戸」の整備が動き出しました。 

 「みなさんに親しんでもらうように井戸のシンボルマー

クをつくろう」ということで、このまちのシンボル鬼子母神

に伝わる＜すすきみみずく＞がモチーフに決まりまし

た。私のところにデザインのお鉢がまわってきて、３案

のラフスケッチを作成、その中の一点がみんなの意見

で決まりました。 

 井戸探し調査をしたところ、番神通りに近い井戸を第

一号に整備することになり、「番神の水」と名付けて、平

成 14 年 11 月に完成、「井戸開き」には、近隣住民、区

長・会員一同参加の上、消火体験や記念品プレゼント

（敬称略） 
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など賑やかなイベントになりました。周囲は木造住宅で

バ ケ ツ リ レ

ーにも役立

つでしょう。  

 そ の 後 、

第 4 号まで

で き ま し た

が 、 今後も

井戸を大事

にする動き

が広がると

期待してい

ます。 

 

 

防災まち

づくりイベ

ントに参加して 

宮崎 紀玖雄 

 回を重ねるごとに、大勢の皆さんに気軽に参加しても

らうにはどういう催しがいいか、という観点で、毎回の話

し合いは大変でした。お年寄りから小さなお子さんに楽

しんでもらうために、防災体験やヤキソバなどのコーナ

ーに加えて、プラスアルファのイベントを考えるのです

が、なかなか見つかりませんでしたが、会員の協力のも

と、大道芸・アフリカ民族音楽など催すことができ、地域

のみなさんに喜んでもらいました。出演された方々、本

当にありがとうございました。 

 

池袋南のまちづくりに寄せて 

         吉村 敦子（大学院生） 

 私は 2006 年２月から池袋南地区まちづくりの会に参

加させていただきました。近隣にあった大学院で防災

まちづくりの研究をしていたことがきっかけです。 

 今まで防災まちづくり事例を学んできましたが、話し

合いの場に参加させていただくことで、文献だけでは

わからなかった多くの点を学びました。例えば、防災ひ

ろばについては、ひろばの平面計画をつくるだけでな

く、その後の清掃や鍵の管理などの運営を行うことも重

要だということです。これはとても当たり前のことですが、

私はそれまでモノを作るまでのことばかり考えており、

使われ方やその後のことなど及ばなかったと気づきま

した。また、区、住民、専門家の方々それぞれの役割

や、活動の雰囲気を知れたことも勉強になりました。 

 大学で過ごす時間が長いため、私は自分の地元の活

動に参加する機会があまりないのですが、池袋南地区

では学校帰りにすぐ参加できるため、とても楽しく参加

させていただきました。地域活動に学生など若い世代

が少ないという話を聞きますが、学生の居住地だけで

なく、大学近隣地域における活動の可能性もあると感じ

ました。 

 この会に私が参加させていただけたのは、皆さんがと

ても親切に受け入れてくださったからだと感じています。

会の雰囲気や運営の様子を一方的に学ぶだけで、あ

まりお役にたてず申し訳ありませんでした。本当にあり

がとうございました。 

 

私からもひとこと 

★ 活動を通じて、住み良い、明るく人情豊かなまちづ

くりが、参加者の心に浸透できたのではないかと思って

います。（薄井 照子） 

 

★ 防災まちづくりは「人対人」の関係のコミュニティづ

くりが原点だ。今日では地域のつながりを大事にする

にはイベント等を通じた行事が求められる。そのことが

住環境を保つことにつながり、人にやさしいまちづくり

を進めることになる。（大塚 利明） 

 

★ 雑司が谷霊園の万年塀を生け垣化するころから参

加してきました。地元では「緑のこみちの会」で墓地周

辺に花を植え、美しい街づくりを進めています。防災イ

ベント、南池ふくろうひろば等、みなさんと意見を出し合

い、よその地域の方ともご一緒でき、有意義でした。（長

谷川 藤子） 

 

★ ５回続けてきた地域ぐるみのイベントを通じて親し

い友人が増えたことは大変な収穫だと思う。昨年会場

の都合で合同イベントにしたが、今後は合同か分離か

の議論を重ねることが鍵となる。新しいタイトルを組んで

再出発すべきだと考える。 

（渡辺 隆男） 



 

16 

４ 歩いてみよう、まちの資源マップ 

 
 

 

① 鬼子母神（本堂 340 年前建立、都有形文化財） 

② 参道のけやき並木（樹齢 400 年都天然記念物） 

③ 法明寺（10 月御会式は賑わう、参道に桜並木） 

④ 大鳥神社（明治初期、11 月の酉の市は有名） 

⑤ 雑司ヶ谷霊園（明治 7年開園、文人多く眠る） 

⑥ 雑司が谷旧宣教師館（明治 40 年建築の洋館） 

⑦ 菊池寛記念碑（文芸春秋創設の作家の旧宅跡） 

⑧ 千登世橋（昭和 7年架設、都電の眺めが良い） 

⑨ オリナスふくろうの杜（雑小跡の複合施設） 

⑩ 南池袋小学校（平成 16 年 4 月新校舎落成） 

 

 

池袋南地区のまちづくりの歩み〜災害に強い雑司が谷らしさのまちづくりを目指して〜 

2008 年 3 月  池袋南地区まちづくりの会・豊島区（都市整備部住環境整備課℡3981-1111 

⑪ 区民ひろば南池袋（旧高齢者福祉センター） 

⑫ 東京音楽大学（大正 13 年雑司ヶ谷村移転） 

⑬ 雑司が谷地域文化創造館（生涯学習等の拠点） 

⑭ 旧日出小学校（旧校舎を文化活動等に活用中） 

⑮ 旧高田小学校（公園になる予定） 

⑯ 都電荒川線鬼子母神前駅（大正 14 年開設） 

⑰ 都電荒川線雑司ヶ谷駅（霊園入口に至近の駅） 

⑱ 都電荒川線・地下鉄有楽町線東池袋駅 

⑲ 学習院大学（明治 41 年目白に移転） 

⑳ 南池袋公園（戦災復興で整備、昔は根津山） 


